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清掃機器の最大手メーカー、ドイツ・ケルヒャー社（日本法人：ケルヒャー ジャパン株式会社）は、世界各国の

清掃習慣や掃除に対する意識を調べるために、ドイツ、フランス、イギリス、オランダ、ベルギー、ポーランド、ロ

シア、ブラジル、アメリカ、中国、日本の合計11カ国に居住する18～65歳の男女11,099人を対象に、「世界掃

除アンケート調査」を実施しました。

アンケート調査は3問で構成されており、各国の掃除に対する意識や時間、そして使用する掃除道具の違い

が浮き彫りになりました。

ケルヒャー ジャパン株式会社

ーケルヒャー「世界掃除アンケート調査」ー

欧米アジア11カ国でのアンケート調査でみえた新事実

きれい好きといわれる日本人、実は一番掃除が手抜き？
ストレス研究の専門家が語る、掃除がもたらすリラックス効果とモチベーションアップ術

Q1：「あなたにとって家がきれいであることはどれほど重要ですか」

Q2：「一週間のなかで、掃除に費やす時間はどれくらいですか？」

回答者全体の92%が「重要」もしくは「とても重要」と

回答。最も高かったのがブラジルの98%、次いでロシ

アの97%でした。

なんと、日本人は平均値も下回る78%という結果。

「日本人＝きれい好き」と世界から称賛されることも

多々ありますが、家をきれいに保ちたいという意識に

ついては意外と低いようです。

こちらも、これまでの「日本人＝きれい好き」の世界

的認識が覆るような結果になりました。

日本人が一週間のなかで掃除に費やす時間は1時

間33分と11カ国の中で最少で、11カ国の平均（2時

間52分）の約半分であることが判明。

一方、最も掃除に時間をかけているのがロシアで、

平均の1.7倍となる約5時間も。Q1の質問と合わせて

みても、ロシアの方たちの掃除に対する意識が高い

ことが伺えます。
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≪一般のお客様からのお問合わせ先≫
ケルヒャー ジャパン株式会社

お客様専用ダイヤル：0120-60-3140 E-mail：contact@jp.kaercher.com

掃除でリラックス？掃除へのモチベーションアップの方法は？ストレス研究の専門家によるインタビューも掲載
各国のお掃除事情がわかる、調査内容の全容もご紹介

ホームページで「世界掃除アンケート調査」特設ページ公開中！
詳細はこちら http://kaer.ch/er/?l=HWIEoJhMuUG_u1gywTNT7A

Q3：「掃除にはどんな道具を使っていますか？」

掃除道具については、ほうきやブラシといったアナログな掃除道具が人気で回答

者の8割が使用しています。ケルヒャーには床を電動で水拭きできる「フロアクリ

ーナー」や、ほうきとチリ取りが一つになった「スティッククリーナー」などがありま

すが、昔ながらのクラシックな道具を愛用している方が多いようです。

各国の掃除の特徴

そのほかの国の特徴については特設ページでご覧いただけます。

今回のアンケートを受けて、ウイーンにあるストレスセンター設立者の一人であり、ストレ

ス研究の権威であるブリジット・ボセンコフ博士に、心理学的な解釈や「掃除がもたらす脳へ

の影響」について話を伺ったところ、「掃除に没頭すると、瞑想に近い精神状態になり、スト

レスや疲労を和らげるといったリラックス効果があります」とお話になりました。

ただ、掃除が苦手な人にとってはリラックスにつながるとはいいがたく、掃除がストレスに

なる場合は、日々のチャレンジだと受け止め、忙しさで掃除がおろそかになっても自分を責

めたりせずに、今できることに集中することで、義務からポジティブなものに変えることがで

きるとアドバイスをいただきました。

調査方法 WEBアンケート

調査時期 2019年

調査対象国と対象年齢・性別
ドイツ、フランス、イギリス、オランダ、ベルギー、ポーランド、ロシア、ブラジ
ル、アメリカ、中国、日本の18～65歳の男女

調査人数 11,099人（各国1,000人以上）

ブリジット・ボセンコフ博士

日本
平均の23％を11ポイント上回る34%の回答者がコードレスタイプのお掃除家電を使用
している。

中国 高圧洗浄機やスチームクリーナーを使って集中的に掃除することを好む。

イギリス
「掃除＝ストレス発散」と考えている人が多く、ロボットには頼らない。ロボット掃除機の
使用率は最も低い6%。

ポーランド
ナチュラルクリーニングを実践する人が多い。また家族やパートナーが掃除を手伝う傾
向が強い。


